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◆松本盆地は1つの大きな
水がめである

◆一か所へ地下水流が集
まっている

盆地内地下水の模式図

出典：
カリフォルニアの地下水

https://mavensnotebook.com/explainers/calif
ornias-groundwater/ (2024/10/9 アクセス)
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地下水位の全体的な低下傾向が報告されている

出典：安曇野市 (2022) 安曇野市
水環境基本計画 (マスタープラン) 

中間見直し版
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一方，降水量は変化小さい
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50mm/hr以上の降水の発生回数

出典：気象庁全国アメダス 1300地点のデータ

回帰直線

5年移動平均

出典：鈴木 (2017), 日本水文科学会誌 47, 87–96.

上高地の年累積降雪量の時間変化
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降水量の変化は少ないのに，
地下水位は低下傾向なのか？

(自然的側面) 山岳の積雪の増加が関連する

顕著な低下は免れている (?)
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山岳域における水文データの年変化
上高地, 長野県 Kamikochi, Nagano

P<0.0001

P<0.05

P=0.47

出典：鈴木 (2018), 雪氷 80, 103-113.

最大標高：3190 m

大正池Google Earth

流出観測

降水量等は上高地盆地内 (1500m)

◆盆地内降水量：有意な低下
◆蒸発散量：明確な変化なし
◆流出量：有意な増加

 高標高域の降水量が増大
 松本盆地の水資源に寄与
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出典：安曇野市 (2017) 安曇野市水環境基本計画 (マスタープラン)

梓川

黒沢川

あづみの
排水路

安曇野市とその周辺の地下水流動系

三川合流部へ向かう地下水
の流線が集まっている

地下水位低下に対する直接的な
Countermeasure を検討

R6-R7の本受託研究で何をするか？(何をしているか)

R4 受託研究
→涵養効果あり

と結論づけた

地下水位低下

直接的な地下水涵養をする

どこが良いか？
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研究目的：
三川合流部周辺における出水時の流出水（湧水）に対する降水と
地表水への寄与過程及び，湧水の涵養域と起源を明らかにするこ
とで，今後の涵養施策の有効的な対象域を科学的に示すこと．

どこで涵養施策を実施すると良いか？に答えること

一言で言うと…

どうやって明らかにする？

面的・広域に地下水涵養が生じ
るタイミングに三川合流部の地
下水・湧水がどのように応答す
るかを調べる

◆ 混合する水は何か？
◆ どこから流れてくるか？

◆ 流動系はどう変化するか？

施策の効果的な場所の把握

施策の影響評価
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全体スケジュール

 2024.4：地下水位計，雨量計，大気圧計，降水回収器などの設置
 定期採水とデータ回収（概ね1か月～数か月ごと）
 2024.7, 2025.2：地下水一斉調査（協力：株式会社サクセン様）
 2024.5.28 (91.5mm) , 11.2 (79 mm) 降雨イベント直後の観測・採水
 地下水面図作成，地下水流向・流速の実測
 化学分析：水温, pH, EC, 主要イオン (10項目), 水の同位体比 (δ18O, δ2H)

 観測・採水・分析の継続（R7年夏ごろまで）
 追加分析の計画：硝酸イオンの同位体比，微量元素 等 （地表水の混入，

深層地下水の挙動の評価 *追加費用不要, 良い成果なら本研究に含める）
 涵養施策の有効域の考察と成果取りまとめ

★R6年度 → 機器や観測システムの構築, データ収集

★R7年度 → 観測・分析の継続, 解析, 取りまとめ
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三川
合流部

安曇野
市役所

憩い
の池

研究地域

水位ロガー
15minごと

国土地理院 基盤地図情報をもとに作成 (QGISを利用)

あづみの排水路

穂高
神社

堀金
倉田

豊科
南中

穂高北小
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◆井戸ABCDEの5か所を観測
◆その他の水位データは，

安曇野市様より提供



地下水調査

水位測定 地下水採取
↑ 揚水ポンプ
↓ 簡易採取器

地下水
流向と
流速の
測定

結果の一例

水位計設置状況

4月
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降水調査，現場水質測定，採水調査

雨量計・降水採取器 (市役所) 水質測定・採水
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<<分析>>
13項目以上
130試料以上 (R6)
→R7で100試料程度

超純水精製器 イオンクロマトグラフ
陰イオン分析

イオンクロマト
グラフ

陽イオン分析水の同位体分析

同位体分析計

微量元素分析

誘導結合プラズマ質量分析計
(ICP-MS)

水温, pH, EC，DO，Na+, 
K+, NH4

+, Mg2+, Ca2+, F-, 
Cl-, NO3

-, SO4
2-, HCO3

-

δ18O, δ2H

[今後一部の水] Li, Sr, Mn,
SiO2, δ

15N-NO3, δ
18O-NO3
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流出域

◆流出域外は不飽和層が厚い
◆流出域は地下水面が浅い
◆流出域：降雨に明確に応答

→急速な地下水涵養がある

地下水位について

Preliminary results

流出域での施策が即効性がある

A
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[ポテンシャル]

定常期 D (浅) < E (深)

降雨期 (涵養期) D ≒ E

→ 浅GWポテンシャル
が上昇する

施策によって涵養された
水が浅層地下水を涵養し，
流出域に寄与する

隣接する深度の
異なる井戸

流出域の涵養施策は有効か？
湧昇速度の計算
降雨前: 17m/day

降雨後: 2m/day

Preliminary results
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Gaining stream

Losing stream

獲得

損失

地下水が流出

地下水を涵養

地下水面図の作成 地下水観測井：16地点
河川の標高：100地点以上

[考慮した地点数]

考慮した地点の
空間分布

河川

地下水

不規則三角網 (Triangular Irregular Network)補間法：TIN内挿

地下水-地表水の交流を
考慮した地下水面図の作成

地下水面の尾根での涵養
施策が有効と考えられる
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高瀬川

万水川 犀川

憩いの池

<施策の有効地>

大王わさび

2024/4/18

Preliminary results 位置づけ: 定常期 (冬直後の低水期, baseflow期)

規定期の
地下水面図

◆地下水面の尾根
◆等水位線が密
◆降雨時に水位上昇

三川合流部の特徴

◆不明瞭な尾根
◆明確な谷

穂高
神社

穂高
商業

穂高
東中

豊科光

谷: 涵養させて
もすぐに流

      出してしまう
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高瀬川

万水川 犀川

憩いの池

<施策の有効地>

2024/4/18

Preliminary results 位置づけ: 定常期 (冬直後の低水期, baseflow期)

規定期の
地下水面図

穂高
神社

穂高
商業

穂高
東中

豊科光

◆穂高川周辺
◆万水川周辺
◆穂高神社周辺
◆犀川左岸
◆高瀬川右岸
◆万水-穂高区間

×
×
×
〇？
〇？
〇？

Target
Target: 三川合流部GW

注) どこを目標にするかで異なる

面的涵養時 (豪雨時) 

どう変化するか？

大王わさび
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高瀬川

犀川

<<2024年5月>>

イベント 91.5 mm 

降雨前：5/27

降雨直後：5/29

井戸D (10m)

井戸E

(50m)

イベント

降雨前後の
地下水面の差

位置づけ: 冬の低水期後 (雪解け後) 最初の大降雨Preliminary results

憩いの池

大王わさび穂高
神社

穂高商

穂高
東中

豊科光
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まとめ

◆継続的な観測・分析
◆地表水・湧水点をマッピングし，地下水面図を補正する
◆三川合流部付近の地下水の流れを化学的な側面から解析する
◆三川合流部付近の涵養域・流出域を明確化する
◆地下水涵養施策の効果的な場所を推定する
◆地下水涵養をした場合の効果について考察する

R7年度に実施すること（課題）

三川合流部近傍 (流出域) での涵養施策は即効性がある

施策により涵養された浅層地下水は流出域方面に流動する

地下水面の尾根での涵養施策が有効と考えられる

犀川左岸域, 高瀬川右岸域, 万水川-穂高川の間が, 施策の
候補地としてよい可能性がある (犀川左岸はわさび農場があり難しい？)
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<本発表での未扱いデータセット (130試料) >

水温, pH, EC，DO，Na+, K+, NH4
+, Mg2+, Ca2+, F-, Cl-, NO3

-, SO4
2-, HCO3

-, δ18O, δ2H
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